
令和 8年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類：臨床医学 VI (CC2)
授業科目名：救急・集中治療医学　臨床実習（Emergency&Critical Care Medicine）
対 象 学 年： 5年次選択
時間割コード： 71644006-22

1. 主任教員

中永　士師明 (教授、救急・集中治療医学講座、6183、オフィスアワー：8：30-17：00)

2. 担当教員

中永　士師明 (教授、救急・集中治療医学講座、6183、オフィスアワー：8：30-17：00)
奥 山 　 学 (准教授、救急集中治療医学講座、6184、オフィスアワー：8：30-17：00)

3. 授業のねらい及び概要（学修目標）

１．授業の概要及びねらい

救急外来診療、ICU・病棟での入院患者診療に診療チームの一員として参加し、指導医とともに診療し、カルテを記載し、
翌朝のカンファランスで症例プレゼンテーションを行う。これを指導医のフィードバックを受けながら毎日繰り返す。

診療を通して、診療技能、コミュニケーション能力、多職種連携能力を習得する。カルテを記載しながら、自分の診療を

振り返り、疑問点を明らかにして教科書や ITツールを利用してその場で医学知識を取得し正確なカルテ記載を行うことを
心がける。これにより専門知識に基づいた問題解決能力、リサーチマインド、診療現場における情報・科学技術の活用能

力を習得する。診療終了後に再び振り返り、得られた経験を一般化するために教科書または ITツールを用いて新たな知識
の取得と知識の整理を行い、翌日のカンファレンスでプレゼンテーションする。これによって得られた知識は徐々に体系

化され自分のものになり、次の診療に活かしていくことが出来る。この経験学習サイクルは医師に必須の生涯にわたって

共に学ぶ姿勢に他ならない。

また、救急外来では軽症から重症まで専門臓器にとらわれない様々な病態と様々な社会的背景をもつ方々を診療し、ICU
では重症患者に対して EBMに基づいた臓器横断的な集中治療を行う。加えて終末期医療について深く考えなければなら
ず、総合的に患者・生活者をみる姿勢を習得することができる。

救急・集中治療医学の臨床実習を上記のような姿勢で行うことでプロフェッショナリズムも身についていくことが出来る

と考えている。

１）救急外来

担当医と共に救急患者の病歴聴取、身体診察を行い、鑑別診断を考え、各種検査オーダー、方針決定、安定化処置を行う。

SOAP形式でカルテを記載する。(1-1,2 2-1,2,3,4,5,6,7,8, 3-1,2,3,4, 4-1,2,3,4,5,6,7,8, 5-1,2,3, 6-1,2)
２）病棟・ICU
担当医と共に ICU入室患者及び一般病棟入院患者の診療を行い、by system方式でカルテを記載する。(1-1,2 2-1,2,3,4,5,6,7,8,
3-1,2,3,4, 4-1,2,3,4,5,6,7,8, 5-1,2,3, 6-1,2)
３）カンファランス

前日に担当した患者の症例プレゼンテーションを行う。その準備過程で疾患、病態に関して調べ考察することで知識を整

理すると共に症例プレゼンテーションの技術を習得する。（1-1,2, 3-1,2,3,4,5, 4-3,4,5, 5-1,2,3,4,5, 6-1,2）

２．学修目標

・バイタルサインや身体徴候から緊急性の高い状態にある患者を認識できる

・頻度や緊急性の高い患者に対する初期対応 (二次救命処置を含む)の実施を補助できる
・医療面接における基本的コミュニケーション技法を用いることができる

・病歴 (主訴、現病歴、常用薬、アレルギー歴、既往歴、家族歴、嗜好、生活習慣、社会歴・職業歴、生活環境、家庭環
境、海外渡航歴、システムレビュー)を聴き取り、情報を取捨選択し整理できる
・患者に関わる人達から必要な情報を得ることができる

・患者の状態に応じた診察ができる
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・部位毎の身体診察ができる

・適切に患者の情報を収集し、問題志向型医療記録（SAOP）を作成できる。
・主要症候 (下記)について鑑別診断を検討し、診断の要点を説明できる
・主要症候 (下記)について初期対応を計画し、専門的診療が必要かどうかを考えることができる。
・自己学習や協同学習の場に適切な ICT(eラーニング、モバイル技術等)を活用できる。
・臓器不全 (多臓器不全、サイトカインストーム、播種性血管内凝固症候群)について理解する
・集中治療及び集中治療室の概要を理解する

・侵襲 (手術，外傷，熱傷)で生じる生体侵襲と生体反応を理解する
・人工呼吸管理・体外式膜型肺・補助循環・急性血液浄化法が必要な病態とその意義を理解する

・重症患者に対する体温管理 (体温維持療法を含む)及び栄養管理を理解する
・集中治療後症候群について概念を理解する

・人生の最終段階における医療 (エンド・オブ・ライフ・ケア)について理解する
・ ACP、事前指示書遵守、延命治療、蘇生不要指示、尊厳死と安楽死、治療の中止と差し控え等について理解する

1.発熱 2.全身倦怠感 3.食思 (欲)不振 4.体重減少 5.体重増加 6.意識障害 7.失神 8.けいれん 9.めまい 10.浮腫 11.発疹 12.
咳・痰 13.血痰・喀血 14.呼吸困難 15.胸痛 16.動悸 17.嚥下困難 18.腹痛 19,悪心・嘔吐 20.吐血 21.下血 22.便秘 23.下
痢 24.黄疸 25.腹部膨隆・腫瘤 26.リンパ節腫脹 27.尿量・排尿の異常 28.血尿 29.月経異常 30.不安・抑うつ 31.認知機能
障害 32.頭痛 33.運動麻痺・筋力低下 34.歩行障害 35.感覚障害 36.腰背部痛 37.関節痛・関節腫脹

本科目は実務経験のある教員による授業科目です

4. 教科書・参考書

1.改訂第 6版救急診療指針
2.外傷初期診療ガイドライン JATEC
3.ハリソン内科学
4.Common Diseaseの診療ガイドライン
5.感染症診療マニュアル
6.ICUブック

5. 成績評価の方法

出席、診療手技、カルテ記載内容、症例プレゼンテーション

6. 授業時間外の学習内容・その他・メッセージ

１）毎朝 8:30　 ICUカンファランス室集合
２）半袖の白衣を着用すること。ICUでは感染制御の観点から長袖の白衣の着用を禁止しています。
３）他施設での実習をする場合があります。
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救急・集中治療医学　臨床実習

授　業　展　開 授　業　内　容
第 1回 月曜日［ 8:30-17:00］
副題 臨床実習
担当 中永　士師明、奥山　学

１）救急患者の初期診療を学ぶ
２）ICU入室患者の全身管理を学ぶ
３）症例プレゼンテーションを行う

第 2回 火曜日［ 8:30-17:00］
副題 臨床実習
担当 中永　士師明、奥山　学

１）救急患者の初期診療を学ぶ
２）ICU入室患者の全身管理を学ぶ
３）症例プレゼンテーションを行う

第 3回 水曜日［ 8:30-17:00］
副題 臨床実習
担当 中永　士師明、奥山　学

１）救急患者の初期診療を学ぶ
２）ICU入室患者の全身管理を学ぶ
３）症例プレゼンテーションを行う

第 4回 木曜日［ 8:30-17:00］
副題 臨床実習
担当 中永　士師明、奥山　学

１）救急患者の初期診療を学ぶ
２）ICU入室患者の全身管理を学ぶ
３）症例プレゼンテーションを行う

第 5回 金曜日［ 8:30-17:00］
副題 臨床実習
担当 中永　士師明、奥山　学

１）救急患者の初期診療を学ぶ
２）ICU入室患者の全身管理を学ぶ
３）症例プレゼンテーションを行う
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